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第7回リフシア公開セミナー

リフシア鵠沼海岸
黒澤昌子所長

自立支援をテーマに活発な意見交換をするスタッフ

暑中お見舞い
　　　　申し上げます

健康呼ぼう事業担当　原田和巳

９
月
１
日
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
に
、
リ
ハ
ビ
リ
を
重
視
し
た
リ
フ
シ
ア

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
号

で
は
理
学
療
法
士
で
も
あ
る
リ
フ
シ
ア
鵠
沼
海
岸
の
黒
澤
昌
子
所
長

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
在
宅
介
護

を
支
え
る

「リ
フ
シ
ア
鵠
沼
海
岸
」
が
オ
ー

プ
ン
の
日
を
迎
え
ま
す
。

リ
フ
シ
ア
鵠
沼
海
岸
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
ユ

ニ
ッ
ト
型
個
室
で
す
。

ご
自
宅
に
い
る
よ
う
な
気

兼
ね
な
い
生
活
環
境
の
個

室
と
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
や
キ
ッ

チ
ン
な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
10
室

を
担
当
す
る
専
任
の
介
護

職
が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

在
宅
介
護
は
24
時
間
３
６

５
日
休
む
事
が
で
き
ま
せ

ん
。
よ
り
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
介
護
を
続
け
る
た
め
に
は
介
護
者
の
方
の

休
息
も
必
要
で
す
。
定
期
的
に
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
「介
護
す
る
方
」

「さ
れ
る
方
」
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
預
け
ら
れ
る
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
か
ら
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
目
指
し
て
、
宿
泊
中
は
リ
ハ
ビ
リ
専

門
職
が
行
う
身
体
機
能
や
日
常
生
活
能
力

の
向
上
に
向
け
た
機
能
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
退
院
（退

所
）
直
後
、
ご
自
宅
に
ス
ム
ー
ズ
に
戻
れ
る

よ
う
な
お
手
伝
い
が
で
き
る
の
も
大
き
な
特

色
の
一
つ
で
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
起
き
る
・

座
る
・
立
つ
・
歩
く
・
考
え
る
・

話
す

・
行
動
す
る
と
い
っ
た
人

の
生
活
行
動
全
て
を
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
と
捉
え

て
、
お
客
様
の

「目
標
」
に

合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
予
定
を
ス

タ
ッ
フ
と
共
に
決
め
て
い
た
だ

き
、
体
操
や
脳
ト
レ
な
ど
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
本
格
的
な
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
も
完
備

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
外
周
に
は
リ

ハ
ビ
リ
サ
ー
キ
ッ
ト
と
名
付
け
た
歩
行
練
習
用

の
コ
ー
ス
も
用
意
し
ま
し
た
。

地
域
に
根
を
張
り
、
地
域
の
大
切
な
社
会

資
源
と
し
て
皆
さ
ま
の
お
役
に
た
て
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

つ
つ
じ
は
春
の
季
語
で
す
が
、
初
夏
に
か

け
て
、
身
近
に
見
ら
れ
る
花
で
す
。

漢
字
で
は
「
躑
躅
」
と
書
き
ま
す
。
バ

ラ
・
「
薔
薇
」
と
同
じ
で
、
難
し
い
字
で

す
ね
。
英
名
で
は
「
ア
ゼ
リ
ア
」
と
い
い

ま
す
。

花
言
葉
は
「
燃
え
る
想
い
」
、
「
恋
の
喜

び
」
、
「
初
恋
」
な
ど
、
な
か
な
か
華
や

か
で
す
。

こ
の
花
は
茅
ヶ
崎
市
の
花
で
も

あ
り
ま
す
。
中
央
公
園
や
文
化

会
館
の
周
辺
に
は
ド
ウ
ダ
ン
ツ

ツ
ジ
や
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ

が
、
あ
ち
こ
ち
に
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
小
高
い
丘
の
上
に
あ

る
市
役
所
の
旧
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

の
脇
に
も
ひ
と
き
わ
大
き
な
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
が
あ
り
ま

す
。

因
み
に
、
市
の
木
は
ア
カ
シ
ア
、
鳥
は
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
で
す
。
ど
れ
も
、
平
凡
な
も

の
で
す
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
民
広
報
誌
の
題

字
の
下
な
ど
に
絵
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
47
年
、
市
制
25
周
年
を
記
念
し

て
、
市
民
の
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。

藤
沢
市
の
花
は
ふ
じ
。
木
は
、
く
ろ
ま

つ
。
鳥
は
カ
ワ
セ
ミ
だ
そ
う
で
す
。

つ
つ
じ
の
名
所
と
い
え
ば
、
東
京
の
根
津

神
社
、
箱
根
の
芦
ノ
湖
湖
畔
の
山
の
ホ
テ

ル
（
元
岩
崎
小
弥
太
の
別
邸
）
な
ど
が
有

名
で
、
小
山
の
よ
う
な
つ
つ
じ
の
群
れ
が

庭
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
つ
つ

じ
は
路
地
に
良
く
見
ま
す
が
、
若
い
頃
、

ハ
イ
キ
ン
グ
で
行
っ
た
、
丹
沢
の
山
道
に

咲
い
て
い
た
ゴ
ヨ
ウ
つ
つ
じ
（
五
枚
の
花

弁
）
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
（
下
向
き
に
咲

く
）
の
あ
ざ
や
か
な
姿
は
今
も
心
に
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。

皐
月
（
さ
つ
き
）
は
、
つ
つ
じ
と
同
種
で

す
が
、
そ
の
名
の
ご
と
く
五
、
六
月
ご
ろ

に
紅
紫
色
の
花
を
つ
け

ま
す
。
花
も
葉
も
、
つ

つ
じ
よ
り
小
ぶ
り
で
、

常
緑
樹
で
す
。
こ
れ
は

夏
の
季
語
で
す
。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
（
♪

夏
が
来
れ
ば
思
い
出
す

　

は
る
か
な
尾
瀬
青
い

空
・
・
・
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

色
に
た
そ
が
れ
る
・
・

と
歌
わ
れ
た
）
も
、
ツ

ツ
ジ
科
ツ
ツ
ジ
属
で
、
同
族
の
花
で
す
。

そ
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
中
国
式
で
「
石
楠

花
」
と
書
き
ま
す
。

若
い
時
、
旅
行
し
た
女
人
高
野
（
に
ょ
に

ん
こ
う
や
）
と
い
わ
れ
る
奈
良
の
室
生
寺

の
五
重
塔
に
通
じ
る
道
に
、
梅
雨
空
に
煙

る
よ
う
に
咲
い
て
い
た
光
景
は
今
で
も
、

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

庭
芝
に
小
み
ち
ま
わ
り
ぬ
花
つ
つ
じ　
　

　
　

龍
之
介

近
道
へ
出
て
う
れ
し
の
野
の
つ
つ
じ
か
な

　
　

蕪
村　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
井
）

❽
花
だより

つ
つ
じ

リ
フ
シ
ア
鵠
沼
海
岸
オ
ー
プ
ン

2015年5月16日に第7回リフシア公開セミナーが

行われました。当日は生憎の空模様でしたが茅ヶ崎商工会議所には

約130名の方にお集まりいただき、太田先生にお話ししていただきま

した。日本は『はんぱでない超高齢社会』に突入しました。大田先

生はこの問題に対し「宿命は変えられないが、運命は変えられる」

と力強く仰っていました。キーワードは【世のため、人のため、自

分のため】の３ため活動です。体操や日頃の運動を通じて自分で自

分を守る【自助】、ボランティアや社会活動を通じて人のために活

動をする【互助】、地域のつながりが社会状況を豊かにしていく

【共助】。この３ため活動によって『はんぱでない超高齢社会』を

乗り切ることができます。株式会社リフ

シアは今年度より『健康呼ぼう事業』を

立ち上げました。介護予防を包括的に捉

え、“呼ぼう”で人と人をつなぎ、最期

まで人間らしくある【尊厳】を見つめな

がら、これからも心に寄り添って歩みを

進めていきたいと思います。

すべての人に「介護予防」を 

茨城県立健康プラザ管理者　大田仁先生
～シルバーリハビリ体操～
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土・日
連絡先 070-2175-1318 担当

黒澤

8月21日(金)22日(土)23日(日)
10:00～16:00

内覧会のお知らせ

地域の皆様に愛される施設を目指して

藤沢駅北口ロータリー３番乗り場よ
り、江ノ電バス「鵠沼車庫前」行き
乗車「藤原」停留所下車徒歩３分。（太
陽の家入り口交差点左折）

お気軽に
お問合せ
ください

交通のご案内

　　　　　　毎日30度を超える酷暑の中、

リフシアの皆さんの活気ある写真が「らいふ

日記（ブログ）」で紹介されています。リフ

シアHPからご覧にいただけます。また湘

南・茅ケ崎でまちづくりの活動をされている

市民グループ「まち景まち観フォーラム・茅

ケ崎」のまち景活動日誌でもリフシア浜之郷

が取り上げられています。興味ある方はPC

で検索してみてく

ださい。
リフシア浜之郷（サービス
付き高齢者向け住宅）の庭
で植えたひまわりが満開

らいふ通信

ＨＰ／http://lifsea.co.jp

らいふ日記（スタッフブログ）
green.ap.teacup.com/lifekaigo
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リフシア神明  東日本大震災復興支援バザー開催のご報告

売上金 137,225円
被災地への寄付金 150,000円
当日のボランティア数  21名

以上の金額を東北関東大震
災・共同支援ネットワーク
に寄付しましたので、合わ
せてご報告致します。　　
　　

生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

要
支
援
・
要
介
護
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

１階

２階

３階

外周のリハビリサーキット

東
北
関
東
大
震
災
・
共
同
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
手
紙移動おもちゃ・絵本図書館のやねだん号

バザーに先がけて、共同支援ネットが運営
する「あがらいん」でお話を伺いました。

建物の外周のリハビリサーキットでは、坂道や段差、砂利道、横断歩道など、
実際近隣に出かけるために必要なトレーニングの環境を整えました。

２階・３階にトレーニ
ングマシーンや平行棒
などがあるので、自分
のペースで機能訓練が
できます
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本格的なカラオケルーム

ショートステイ

デイサービス

特
集
記
事
　
地
域
包
括
ケ
ア
の
一
翼
を
担
う
リ
フ
シ
ア
鵠
沼
海
岸
の
紹
介

当
初
よ
り
「
東
北
関
東
大
震
災
・
共
同
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
以
下
、
共
同
支
援
ネ
ッ
ト
）
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
て
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

震
災
の
２
日
後
に
、
全
国
の

仲
間
38
団
体
と
と
も
に
発
足

し
た
「
共
同
支
援
ネ
ッ
ト
」

で
は
、
介
護
職
・
看
護
職
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
や
支
援
物
資
・
車
両
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
み
、
緊

急
時
を
過
ぎ
て
か
ら
は
生
活

支
援
、
移
動
お
も
ち
ゃ
・
絵

本
図
書
館
号
及
び
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
運
行
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
活
動
資
金
は
情
報
収
集

の
た
め
の
旅
費
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
宿
泊
・
食
事
の
提
供
を

含
む
人
件
費
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
費
用
等
に
充
て
た
ほ
か
、
被

災
者
支
援
の
た
め
の
教
材
づ
く
り
や
「
月
刊
地
域
支
え
合
い
情

報
」
発
行
の
た
め
の
活
動
費
と
し
て
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
仮
設
住
宅
で
の
子
ど
も
の
遊
び
場
支
援
（
週
１

回
）
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
ず
に
、
子
ど
も
が
自
由
な
発
想
で

遊
び
、
親
は
育
児
不
安
を
和
ら
げ
て
友
達
を
つ
く
る
場
と
し

て
、
ま
た
孫
を
連
れ
て
高
齢
者
が
参
加
す
る
等
仮
設
住
宅
内
で

の
世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
、
こ
の
４
年
間
で
延
べ
約
２
，
９

０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
世
帯
が
こ
の
春
に
災
害

公
営
住
宅
へ
転
居
し
た
こ
と
か
ら
、
２
０
１
５
年
３
月
末
で
活

動
を
一
旦
終
了
し
ま
し
た
が
、
活
動
先
だ
っ
た
仮
設
住
宅
は
来

年
閉
鎖
予
定
で
、
自
治
会
と
話
し
合
っ
て
こ
の
夏
に
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
開
く
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
回
目
の
夏
を
迎
え
、
今
後
は
災
害
公
営

住
宅
の
住
民
と
、
周
辺
地
域
の
住
民
が
交
流
し
、
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
東
北

に
お
気
持
ち
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
見
守
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

東
北
関
東
大
震
災
共
同
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
部
事
務
局

　
　
　
　

小
野
寺
知
子

５
月
23
日
リ
フ
シ
ア
神
明
に
お
い
て

恒
例
の
バ
ザ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
は
例
年
に
比
べ
て
約
１
ヶ

月
遅
い
開
催
に
な
り
、
地
域
の
方
か

ら
「
今
年
は
ま
だ
や
ら
な
い
の
」
と

い
っ
た
声
を
い
た
だ
き
、
震
災
復
興

支
援
バ
ザ
ー
が
鵠
沼
神
明
で
定
着
を

し
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
神
明
の

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
お
客
様
か
ら
も
「
地
域
の
方
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
」
と
ポ
ス
タ
ー
製
作
や
販
売
用
の

小
物
作
り
、
売
り
子
さ
ん
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
は
事
前
に
ス
タ
ッ
フ
が
石
巻
市
と
女
川
町
へ
行

き
、
共
同
支
援
ネ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
っ

た
体
験
か
ら
、
参
加
さ
れ
た
方
に
現
状
を
知
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
現
場
レ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
ま
し

た
。
被
災
地
に
派
遣
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
良
い

勉
強
の
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

年
に
１
回
の
開
催
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
地

域
の
方
と
一
緒
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
改
め
て

思
い
ま
す
。
準
備
の
ご
協
力
を
頂
い
た
方
、
バ
ザ
ー
品

の
ご
協
力
を
頂
い
た
方
、
当
日
参
加
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

   　
　
　
　
　
　

リ
フ
シ
ア
神
明　

所
長　

熊
本 

航

リ
フ
シ
ア
鵠
沼
海
岸
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、

介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
を
目
的
と
し
た
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、

利
用
す
る
方
を
主
体
と
し
て
在
宅
で
の
生
活
機
能
が

改
善
さ
れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
重
視
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
所
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

お
風
呂
も
自
宅
と
同

じ
個
浴
な
の
で
、
そ
の

方
の
状
態
に
合
わ
せ
た
入
浴
方
法

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
専
門
職
か
ら
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
格
的
な
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
は
、
ス

ト
レ
ス
発
散
や
趣
味
を
と
お
し
た
交

流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
で
き
ま

す
。
唄
を
う
た
う
の
も
脳
や
肺
な

ど
人
間
の
様
々

な
機
能
に
働
き

か
け
る
有
効
な

リ
ハ
ビ
リ
と
し
て

期
待
で
き
る
の

で
す
。

リ
フ
シ
ア
鵠
沼

海
岸
は
、
利
用

す
る
方
が
生
活

す
る
地
域
や
、

ご
自
宅
に
も
伺
い
ま
す
。
利
用
す

る
方
の
在
宅
生
活
に
少
し
で
も
お

役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
利
用
に
関
す
る
ご
相
談
、
介
護

の
お
困
り
ご
と
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
一
人
の
ス
タ
ッ
フ
が

「そ
の
人
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
権
利
の
回
復

（全
人
的
復

権
）」
を
目
指
す
リ
ハ
ビ
リ
マ

イ
ン
ド
で
、
利
用
す
る
方
の
自
己

選
択
を
尊
重
し
た
案
内
役
と
な

り
、
専
門
的
な
立
場
で
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
行
え
る
よ
う
、
開

設
準
備
の
研
修
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

らいふ通信


